
会員情報(50音順) 私の謡曲思うこと　ザックバラン

あさいのぼる 浅井昇(観世流) 四日市工場-グループ 1925年6月26日生 - 仄i��*H,h*H橦C��D雍ﾉD�*�-�,X,h*H+(+H*(-ﾈ+v�h+R�ぶりの六瓢能舞台での会は､良かつたと思います⊃番組の 

編成など大変だろうと思います040周年と一口にいって 

も大変なことですo有難うございましたo現在､謡曲の稽 

古は月1回先生による稽古がありますoその他の会には2 

カ所入会しておりますが､1カ所は毎週土曜日に会(別会) 

として3曲選んで謡う会を行なっております○ 

あさのゆりえ 浅野由吏江(観世流) 元四日市工場グループ 1969年5月24日生 ��ID��ⅸ-�/�,ﾈ晴+X,ﾈ*�,(*ｸﾘx*(,X+X+ﾘ*ｪH決ﾗ鶫Eﾈ."�狂言などを興味をもってみることができるようになりま 

したoあと､やっぱり音程のあるものは向いてないという 

のを実感できたのも収穫をいえば収穫? l 

あさはらほう-い 浅原方平(観世流) 元大阪支社グループ 1925年5月16日生 俑�,X.�ｺﾘ*ﾘ�8�ｸ,俶8,�,H*(.�,ﾈ,ﾙ[ﾙ�ﾉ?�D�=驂yo(踪魎�でのうとう会です○堅い寺側は｢協和発酵｣ならばと漸く 

お借り出来た乱100畳敷の堂内に文字通りの雑魚寝C払 

暁4時起床凍て付く中を読経に写経o心を洗い清めたあと 

朝食のお粥は最高の美味でしたo水原一瓢先生とはその時 

が永久のお別れになりましたo 

私の近況は週3回近在の善男善女と声高らかに謡うの 

が生き甲斐になっています○ 

あまのみちこ 天野美智子(観世流) 在京夫人グループ 1934年3月10日生 -_____ 冽xｼ�,X輊*(,(*ﾘ+�,h,ﾚI�ﾈ,ﾈﾆﾘﾌ8馼,儂H-zH鍠,�,h,�,Im｢�上の方､年上の方に恵まれ､いつもこちらが吸収させてい 

ただける立場にあったことですo 

人生の先輩方を見習っていると､いつの間にか良い中年 

になっていたという､ありがたい稽古事でございましたC ! 

l 
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あらいじゆん 新井純(観世流) 本社観世グループ 1914年12月2日生 I~~ 宙+�,ﾈ,h+�.ｺHｺi��*H,h*H檍,�,ﾘﾈy��*ｩ��*(,H*(-ﾈ+x*ｪB�お元気です0本誌2ページで健筆を振るっておられます- 
･..編集者注) 

いいじましげはる 飯島重治(観世流) 元本社観世グループ 1949年9月25日生 冽xｼ�,h,ﾈ�檍*(,ﾚC��D�-�,y��,�,�.�,h輊*H*ｪI7���工場で富岡先生がご指導されていることを知り入部した 

と思うo今思うと声がデカイだけのまったくの音痴がこと 

こあろうに謡曲なぞに興味をそそられたのは､多分親父の 
一言｢男の噂み｣という言葉を思い出したからだと思うo 

おそらく周りの人たちには大変ご迷惑をおかけしたので 

は.--○ごめんなさい､出来ることならもう一度京都のあ 

の能舞台に上がってみたいD 

いそべたけお 磯部武夫(観世流) 大阪支社.堺工場グループ 1920年8月18日生 ■~~~~-~~ ��cC���*H,h*H檍,S���mｨ*�.x,ﾈ��逸(,ﾘﾘ(ｻB��ﾉ�｢��富岡氏､私の4人でしたo毎回場所を変えた催しは大変な 

苦労ですが､今後も盛大な会を続けられるように､皆さん 

の努力をお願いしますつ 

私は昭和21年､故大西信久師につき､はや55年､能を 

2番舞いましたo今も大西智久師のお稽古を受けていま 

すoもう上達するより､悪いクセがつかないよう心掛けて 

いますo 

いなとめゆういち 稲留雄-(観世流) 元堺工場グループ 1947年6月17旦生-_-_ 倩H,ﾉwxｼ��,ﾘﾞHﾔ��ｨ,Xｼ駝�+X,H*(+ﾘ諸��CyD�*�.sS��年までの3年弱のみで､やめてから30年近くになります 

が､当時の練習や舞台のことは今でも楽しく思い出しま 

すoそろそろ定年後の生活を考えることになりましたの 

で､老後の趣味としてまた再開しようかと思ったりしてい 

ますD 

いまいじゆんこ 今井(谷崎)純子(観世流) 元四日市工場グループ 1969年9月9日生 傀�-�,H*H,h*H檍,伜���+X+ﾘ鳧,ﾙ�ｩe�,ﾉWH*ｹ5�*(,h*(*B�形でしたが､翌年には聞かれる前に出番が決まっており､ 

当然のように参加させられ､山家さんの強引さにあきれた 

事もありましたoですが､無理にでも引っ張ってくれる人 

がいなければ､謡曲というものに触れる機会もなかつたと 

思うと､山家さんにも感謝ですoもう退職してうとう会と 

も離れていまいまいしたが､いい思い出になりましたo 
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いわせあっし 岩瀬厚(観世流) 元本社観世グループ 1937年4月17日生 儻雕�*ｨﾘ(*(6�ｪH+x,�*�.�+)k8ﾛ���,X+x*�.x,ｴ2�謡といえば久しぶりでしたが､昨年甥の結婚式で大津に 

行ったとき､｢高砂｣の例の一節をやりましたo全く冷や 

汗ものでしたが-o何しろその昔安嶋将さんからいただい 

たテープ頼りの一夜漬けでしたからねo帰りに三井寺-育 

つたら､24年前の当寺でのうとう会が廷りましたoあの 

夜の雑魚寝が懐かしいo 

うちだかずこ 内田和子(観世流) 元防府工場グループ 1962年8月13日生 冽xｼ�/�跖-�,H-ﾘ,�*(*�,iuX.ﾘ.ｨ+ﾘ鳰H�8訷,冽x*H+�,h,ﾒ�出来なくても､曲趣などの知識があれば､今まで｢わから 

ない｣ことが理由であきらめていた能の鑑賞も楽しめるだ 

ろうと思いましたo予想どおり上手に謡うことも上手に舞 

うことも出来るようにはなってはいませんが､友人と能の 

会に出掛ける時に､ありったけの知識で解説してあげるこ 

とが､ちょっぴり幸せなこの頃ですo 

おおしままこ 大島(小畑)菓子(観世流) 元四日市工場グループ 19年月日生 兒夷ｩ4�,蔚ﾈﾋｸ,ﾉ+x*(靼,ﾈ.h*H,駅xｼ蟹�ｸ,ﾉOyjﾘ,�:�*ｸ*｢�とても新鮮な仕舞いo日本の古いオペラのような能は私に 

とって全く未知の世界でしたCそこ-足を踏み入れること 

になったのは､ご縁があつたからなのでしょうかコ今は 

日々慌しく過ごしている私にとって能という伝統文化に 

触れられ､とても貴重な体験をさせていただいたと感謝し 

ておりますo機会があれば､ゆっくり鑑賞してみたいもの 

ですロ 

おおっぽかずや 大坪-禰(観世流) 元富士工場グループ 1927年2月17日生 仄i��*H,h*H檍,ﾙ�c���*�.s#���-ﾈ,X����H沽*�+X*(ﾌ��り､この度40回記念と聞きうたた今昔の感､と同時に続 

けてこられた関係者の熱意に敬意を表しますo 

古希をとっくに過ぎた私も2つのグループの世話を週 

1回欠かさず続けている現在､富士工場時代多忙にかまけ 

て､うとう会はほとんど一夜漬けで参加していたことを恵 

悦している次第ですo継続は力なりとか､細くとも切れな 

いようにo 

おおはしりようさく 大橋良作(宝生流) 富士グループ 1929年9月25日生 - 冽y��,ﾓ#Xﾜ�*�.x,SCyD�,h,�.�-ﾈ+x�ｸ��*�,(+ﾙW�ｪI�ﾂ�村両先生が富士工場の土手で毎日大声で謡っているのを 

聞いていて青山先生(宝生)に習いましたo 

鼓は近くの産海先生で人間国宝並みでなんでも教えて 

いましたo驚くことは狂言にでる子猿の踊りを小さい子供 

に教えられ､またその子供が可愛らしく面白く踊るので 

すoこのあたりは高橋先生がよくご存じです口毎日楽しい 

毎日でしたo 
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おおもりたいりく 大森大陸(観世流) 本社観世グループ 1938年3月_旦旦日豊 俤x��,�*ｨ.x.�鍠,ﾉwxｼ��,ﾓ#�D�/�+H*h-ﾈ+X+ﾔ8+�.ｨ-ﾂ�で続けられたのは､ひとえにグループに属していたからの 

ことと深く感謝していますo謡曲本に書かれている符牒に 

はそれぞれに意味があって､これらを忠実に再現すること 

により､さらに深みのある豪華絢欄たる謡曲が現出するで 

あろうことを最近になって教えられましたo数百年の歴史 

を経ているだけあって､謡曲は実に奥が深いですねo 

おかがきよしのり 岡垣克則(観世流) 元本社観世グループ 1941年2月2日生 仄i��*H,h*H橦C��D�*�-�,X,h*H+(+H*(-ﾈ+s�C�D�,�.��わたって続くことは､偉大なことだと思いますo私の近況 

を記しますと､現在日本フィル--モニー協会合唱団に属 

して､｢第九｣などを歌っていますC毎年サントリーホ- 

ルで演奏しますので､ご来駕をお待ちしますo息子が数年 

前に観世流の家元の孫娘とご縁があり､この意味で私はま 

だ謡曲と縁がつながっていると思っていますo 

おかだひであき 岡田英明(宝生流) 富士工場グループ 1935年10月_BI旦生ー 倩H,ﾉ�i�b偉ﾉnﾉ�ｩyhﾞﾉ�i�b�,ﾘ*(,(.�H覈Y�/�ｻ8*h.�,b�きには世阿弥の言う｢離兄の見｣をおっしゃっておられま 

したが､能をやらない私どもには､理解の外にありましたロ 

先生からの影響があって､謡をいくらかやつても､それは 
｢能の一部｣にすぎないので､世阿弥の芸の奥行きからは 

ほど遠いと思っています○しかし､天才世阿弥の作った日 

本の芸術に触れられたことは､幸運だつたと思っていま 

すo 

おかちりよう 岡地諒(観世流) 元東京研究所観世グループ 1941年12月20日生 ■∴ 冲円ﾈ檍醜,�-ﾈ,X+)��xﾘ/�*�.�*ｨ,h*H+(+H*(-ﾈ+X+ﾓ�C��周年とは長く続いたものですねo関係者のご努力に敬意を 

表しますo私も若かりし頃､少しばかり参加させていただ 

いたことを楽しく想い出しています○すでに｢協和は遠く 

なりにけり｣とはなりましたが､謡だけは生涯の友､今は 

地元の人達と暇をみつけて少しずつ楽しんでおりますoう 

とう会の末永き継続とご発展を祈りますo 

おかのひろこ 岡野(野村)博子(宝生流) 元富士工場グループ 1971隼3_-月2旦巨_坐____ �4ｨ8ｸ6�88�ｸ5�4��ｸ8ｸ,ﾉwxｼ綾8�,X*��*(+X+ﾙ_ｸ��,ﾚH､b�さん60歳以上の女性○一緒に謡っていて私の方が先に息 

切れしたりして...-oちょっと立場なかったのですが､そ 

れだけ皆さん謡い込んでらしたのですo私も､同じくらい 

の年齢になった時に､そうありたいと思います○でも､今 

は仕事が忙しいので教室には通えないのです○退職したら 

また再開して巻き返しをはかるつもりですo 
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おだふみかず 小田文-(宝生流) 元本社宝生グループ 1934年8月10日生 �6�9ﾘ,h,ﾘ�8*��*�.�,ﾈ,X,ﾘ,�*ﾘﾞﾈ.�.�,ﾈ,h*(*H*(*)_ｲ�がありますが､年々立派なお世話役を得て､うとう会の歴 

史が塗り替えられていることを嬉しく思っております〔⊃謡 

いとはすっかり縁の薄くなってしまった私ですが､水原先 

生の熱心なご指導に引きずられながら週一度の練習会に 

臨んでいた頃が懐かしく思い出されますo当時の教本や扇 

は今も大切に保管してありますつ 

おばらよしと 小原嘉人(観世流) 元土浦工場グループ 1927年3月5日生 兌ﾙ�ﾃiD���ﾈ鶫&靈8,ﾈﾏij��,ZJ(ｬ��)zﾉwxｼ�?ﾉnXﾗXﾜ�2�の募集があり､これに入門､以来謡曲と仕舞の稽古をつづ 

け現在に至っております､私達の先生は他にも教室を持つ 

ており､年2回各教室との合同発表会を行なっています〇 

ほか､地元の文化祭(観世､宝生､喜多流合同)にも参加 

しております(⊃なかなか上達しませんが続けたいと思って 

おりますD協和うとう会のご発展をお祈りしますo 

かとうようこ 加藤弥生子(観世流) 元堺工場グループ 1942年3月7日生 �#iD���,冉姥ｸ,Ywxｼ�,偬��*(-ﾈ+X,JH益�ﾈ,ﾈ*�+�+�+��の転勤先でも良き師に恵まれて､時々休みながら続けて参 

りました08年前に磯部先生から鼓の手ほどきも受けるよ 

うになり､昨年防府に隠居してからは､謡は磯部先生に通 

信教育していただき､鼓は大倉流の久田先生に教えていた 

だくようになりましたo鼓は独習も飽きませんし､会の時 

の緊張感と終った後の開放感が何とも気持良くずつと続 

けてゆきたいと思ってますo 

かどばやしすえお 門林末男(観世流) 元堺工場グループ 1942年12月20日生 冽xｼ�,ﾉ?ﾈ.委ｸ,ﾙ�iG�+(ｪ冰X,ﾈ-ﾘ,�.x+芥�*(,ﾉ��,Ywx*B�というあっぱれ姿勢の新参者o何もわからないままシテを 

やりたい心意気Dとうとう｢うとう会｣で前シテをゲットD 

画策も悪気もないが｢シテやつたり｣C続いて､早い機会 

に結婚式での目標達成o以後は入り口付近を行ったり来た 

りの不将者Cだけど､今も捉えて離さない､輝子の音色､ 

地謡の迫力Dそして謡った後の､あの爽快感C 

かみもりしげる 上森茂(観世流) 四日市工場グループ 1951年7月20日生 冽xｼ�,h,ﾈ�檍*(,ﾚJ)lｨ/��X,�,H-ﾘ+ﾘ**8,h輊,�+ﾘ+�,b�に始まるo面打ち入門を見ながら打った小面が､17回う 

とう会に初参加0本人は遅れること4年多賀大社であっ 

たoまた､縁あって昭和61年から藤波重和先生にご指導 

を受けるようになり､今日に至っているo長い周期で時間 

が過ぎているようで､面も2面が一応完成､途中から箱に 

入ったままのもの2面､謡とともに気長にやってゆこうと 

思うo 
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かわさきすけさだ 川崎資定(観世流) 元本社観世グループ 1915年3月16日生 仗���ﾉ+(*ｨ+x*�.ｨ+芥*H,h*H檍,�,ﾘ��因��,�*ﾘ,�.域2�念なりoしかし､今でも近所の謡の先生に習いながらうな 

つているo今さら上手になる筈もないが1人で謡うより張 

合がある感じがする○蛮声を上げて謡うのがくせであるが 

今は大声を出せばかすれ､遂には声が出なくなる0年には 

I 
勝てないと諦めるほかはないoしかし趣味の少ない私にと 

つては謡は生きる活力となっているo 

かわもりみきお 河盛幹雄(宝生流) 元東京研究所宝生グループ 1952_隻__11月2巨_月L- 仄i��*H,h*H橦C��D�*�-�,X,h*H+(+H*(-ﾈ+v�H*ｨ*H,b�う会に参加させていただいたのは主として約20年前ごろ 

の東京研究所時代で､協和を退職後は残念ながら謡曲から 

離れていますo現在は､家業の醤油屋の仕事に振り回され 

て､なかなか文化的な活動ができません○しかし､我家に 

は故水原先生から教わった宝生流の本と､家内が学生時代 

習っていた観世流の本が混在し､うとう会の奮囲気を伝え 

ますo 

かんだのぶお 神田信夫(観世流) 本社観世グループ 1932年11__1旦L ��

きくもりえっぞう 菊守悦三(観世流) 元大阪支社グループ 1940年_2月12巨_隻_ �兀I�i�h,���D霓�*ﾘ+(ｻ8麌/��8*�-ﾈ+X+ﾘ*ｩW9Dﾙ�8,�.B�え上達もせず初心者の段階で終了してしまい残念ですつ協 

和うとう会での謡は恥を書きながらの連続でしたが､今と 

なつては良い思い出となっています○ 

最近身近な場所で鑑賞会があり久しぶりに謡曲と接し 

ましたが､今後も機会があれば出かけてみたいと思ってい 

ますD 

きたがわやすゆき 北河康之(観世流) 本社グル-プ 4年12月旦5旦生 ▲｣′---一一⊂)一一 倚�D駟jH4�8�5h6(4陋乂�,仆ｹj�,ﾈ*�.��X�ｨ,ﾉW�69<H﨓+2�んとコンサートの企画を練っているところ､当時同部屋だ 

つた薮下尚夫さんに誘われたのが謡曲-のきっかけでし 

た○当初､謡曲は音楽と同じレベルのものかと思っていま 

したが､その独特の存在感は実に何とも言えないものを感 

じますoまだまだ未熟者ですが､今後ともよろしくお願い 

いたしますo 
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きたにふみえ 木谷芙美枝(観世流) 四日市グループ 1930年8月15日生 俥H鳬�:IEﾈｧ�;�,Xﾊ�+ﾙEﾈ,亅I:�+ZI8)�H,ﾉ�i��.x+X*)[b�様に心うたれたものでした020年後､坂井音重先生､岩 

屋先生のご指導により､能｢杜若｣恋之舞を舞わせていた 

だきましたo松田様(元宇部工場)に打っていただいた面を 

つけて､感動しつつ稽古に励みましたo亡くなった木谷か 

らの最初で最後のプレゼントになりました040年､ただ 

駆け登ってきた私の謡軌これからは体の不調もあり能の 

形付を思い素謡を楽しみたいと思いますo 

くしろひろのり 久代浩徳(観世流) 元本社観世グループ 1937年5月7日牛 ��

こがゆうじ 古賀勇治(観世流) 元防府工場グループ 1937年1月15日生 I 倩H,ﾚIf姥ｸﾔ��ｩwxｼ浦H,ﾄ�(,X+v�ｩ��C9D繆ﾈ�9?｢�に入部し､今井､森脇両先生に､師事させていただきまし 

て､約30年間を謡曲に親しんできましたo非常に恵まれ 

た環境でしたので､永く謡い続けられたことと思いますo 

社友会及び先生方には､大変ありがたく思い､深く感謝し 

ている次第ですoなお2年前に一身上の都合により､謡曲 

から離れておりラジオ謡曲番組を楽しみにしている今日 

このごろですo 

こぼやしまこと 小林誠(観世流) 土浦工場グループ 1946年9月30日生 倩H,ﾚIwxｼ浦H,�?ﾈ.的D靺���,�,ﾚH-ﾈ+�-ﾈ+���*(,h輊,"�ていましたo入って今思えば､もう少し早く入っていれば､ 

いろんな魅力に触れられたと思い直しましたo歴史ものに 

出会ったり､声を出すだけでなく､山田先生に会って､息 

をすって､腹から声を出してといつも言われて､腹式呼吸 

法でやっています○声を出して､呼吸法でだんだん満足感 

が得られるようになりましたロ 

こまつさちお 小松祥男(観世流) 元本社観世グループ 1949年1月28日生 �*H,h*H檍,�,ﾘ���+8+�,H*(+ﾘ+�*(+ﾘ+�,h*ｨ*�.�-ﾈ+x*ｪB�難しさ.奥の深さがわからないうちに仕事の多忙のため参 

加しなくなってしまいましたo 

歴史と伝統のある本会のますますの発展をお祈りいた 

します○ 
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こんどうあきら 近藤明(宝生流) 富士工場グループ 1934年4月22日生 冽xｼ�,ﾘ諸��CYD�,俘(ｻI�i�h,�,(*(,I]xｺﾘ/�跖-�-ﾈ+R�たo初めの5年くらいの間は､謡のトリコになってしまい 

ました○会社を辞めて専門家としての道を選ばうかと考え 

た時もありましたo太鼓を蛭海先生について習い始めまし 

たo金春惣右衛門師にアクセスをしました○薗毎先生に対 

する不信感も生まれて来ましたoこの不信感が家元制度を 

支えているのではないか､と最近思うようになりましたo 
･伝統とは難しいo 

さとうこうじ 佐藤恒治(観世流) 四日市グループ 1933年10_旦_旦_旦生__〟__ ｢ 冽xｼ�,h,ﾈ�檍*(,ﾚH賈?ｨ�8ﾔ��ｨ鳬�9W�ｨﾅｹ�驟�+8/�,��｢謡曲を勧められたのがご縁｣で皆様とお付き合いを頂戴 

しておりますo謡曲は私の生涯の友として心の安らぎ､生 

活の潤いとなっていますo四日市を離れてはや15年にな 

りますが､謡曲の基礎を教えていただいたお陰で大阪､名 

張と新しい土地でも謡曲愛好者の仲間に入れていただき 

楽しんでおりますC 

さめじまひろとし 鮫島廉年(宝生流) 元東研宝生グループ 1925年12月17日生 倩H,ﾉwxｼ�,h,ﾈ+(傀,ﾘ諸��3YD�+�.ｸ*�.x��ID�,�.ﾘ+ﾘ.��故水原一瓢先生の熟し､な宝生流のご指導によるo他の一つ 

の宝生の流れは高橋さん指導の富士工場のグループであ 

つたo私はそれほど熱心な生徒ではなかつたが､うとう会 

の大会出席の記憶は十数会あるから､大会出席だけは熱心 

だったようである○今ごろになって､もつと熱心に練習し 

ておればと悔やまれることがあるo 

さわのただお 揮野忠男(観世流) 元防府工場グループ 19414且2旦巨_生 �7駝�,�?ﾈ,(,H*�.s��D�/�ﾆ�+ﾖ��途中､何度も心ある方から目覚めの催促があったものの､ 

安易を振り捨てる冒険心がなかった結果､いまだ夢の中つ 

さわもとかずまさ 沢木和容(観世流) 元本社観世グループ 1945年革_旦_星月生 l �-ﾘ,�+8-ﾈ*依8ｴ8,X+X.X*H*鑓鍠.�ﾋ8ｴ8,X.(,�,H*(-ﾈ+x*ﾘ�ﾂ�謡曲では､不真面目な生徒で､いつの間にか遠ざかってし 

まい､みなさまにご迷惑をおかけしたことと思います○ 

今後とも､みなさまのご活躍をお祈り申しあげますロ 
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しげむらせつこ 重村節子(観世流) 元防府工場グループ 1944年4月29日生 ��X.云H,�,Hﾊ�.ｨ,駢xｼ�/�跖-�,C�iD�,�.�,�.��D��H+��けは随分になるけれど一向にうまくなっていない〇やれど 

もやれども難しさを感じるばかりで面白さを全く兄い出 

せなかった○細々けい古しながら諦めようと思うこと度々 

であった○ある時､謡曲部が休部寸前の時があったo謡曲 
-の情熱を起こさせたのはその時のことです○今年の4月 

から街の先生に指導をお願いして8カ月になり､稽古に追 

いまくられる毎日です○やつと謡曲の醍醐味を味わえるよ 

うになったこの頃ですo 

すずきまさなお 鈴木正直(観世流) 元本社観世グループ 1912年6月17日生 -_ 傀�-�,Hｺi��*H,h*H檍,俶h,�+ﾘ,ﾈ,ﾙDﾘ､8ﾝﾘ,ﾈ孳�){xｭ�,R�した○恐る恐る行ったのですが親切にしてくだされ､また 

内容が充実したものであり､びっくりしましたo以前三島 

から浜名湖のあたり奈良､神戸､琵琶湖まで出席させてい 

ただき楽しい思い出が一杯です(懇親会の酒が一番良かつ 

たといつたら叱られるかも-.)C最近数年間､脚の具合が 

悪く欠席､残念ですC皆様のご健勝ご精進を祈りますC 

すずきまさみ 鈴木正美(宝生流) 元富士工場グループ 1932年1月1日生 �,�/�,h,�*ﾘ跖-�+ﾙwxｼ�+ｸ.ｨ,X.�S�ｼ�/�+H*h.仂�/��ｲ�習したOLかしいまだ上達の様子なしoなかなか曲趣を理 

解し得ないのも一因o今まで数多くの曲を耳にしたが今で 

も心に残る曲がある○西村淳さんが病に癒え久びさのうと 

う会で謡われた｢熊野｣である□母を思う熊野の淋しい哀 

愁が心にしみた0人の心に感動を与えられるよう謡いたい 

ものだo 

せじまつねお 瀬島常雄(観世流) 大阪支社グループ 1937年5月30日生 仄i��*H,h*H橦C��D�*�-�,X,h*H+(+H*(-ﾈ+x�ｩf姥ｸﾔ��｢�で習い始め､やつと声が出るようになつ頃九州支社-転勤 

となり､約10年間謡とまったく縁が切れてしまいましたC 

その後大阪～本社～大阪～防府～大阪と転勤しましたが､ 

その間良き先生と巡り合って継続することができましたL, 

今は謡の緩急などのとり方や､曲味や位を理解して謡うこ 

との大切さを磯部先生から厳しくご指導いただいていま 

すoまさに｢継続は力なり｣ですねつうとう会のますます 

の発展を祈ります○ 

たかはしよしお 高橋孝夫(宝生流) 富士工場グル-プ 1921年8月30日生 - �.h*ﾘ+ﾉ��*(+ﾓC�D蹂輊*(ｴ�+�+�,隲Ik9|ｨ,X+xﾏｹYH､�,ﾂ�方から社内で磯子が出来るなんて素晴らしい!といわれ 

ますo 

しかしむずかしいのは謡ですo地頭の謡に合わせる聞く 

耳を持った謡o強弱o緩急D状景の描写oそしてリズムG 

素謡でも大ノリ.中ノリはリズムを外さないで謡いましよ 

うo稽古を重ねることにより薄皮を剥ぐようにわかってき 

ますo楽しく稽古を重ねましょうo 
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たかやまけんいちろう 高山健-郎(宝生流) 富士工場グループ 1933年旦』5_且生-_ ��XﾋH+8/�,偃�-�,x*ｸ/��8*�,H*�.s3yD霹�+�-ﾈ+X+ﾘ�ｸｺi���退職後13年､前半は平尾さん､後半は高橋さんに送って 

いただいたテープで独習して､中謡回や交謡会､まれに｢う 

とう会｣に参加させてもらっています○現役中にはこんな 

長く続くとは思いもかけませんでした01年に1､2度の 

ことですが､楽しみの一つですo諸先輩の皆様方､いつま 

でもお達者で! 

たけすえやすお 武居泰生(観世流) 元大阪支社グループ 一生2旦牲 �#�ﾜ�,ﾈﾚ�H晴+X*駅x,ﾈ*鞍ﾘﾌ8/�+X+ﾘ+�,h*ｨ*�.�-ﾈ+X+ﾒ�が､大阪支社に転勤して謡曲部に入り､磯部先生のもと 

25年ぶりにお稽古を始めましたo初心者同然でしたo当 

時の謡曲部の方々は､長年お稽古を積まれたプロにも見 

え､最初の頃は気おくればかりしていましたが､磯部先生 

の熱心なご指導のもと､ほんの少しだけ皆さんについて行 

けそうになった頃､下関の会社に出向になりましたo下関 

に来て6年になりますが､磯部先生から吹きこんでいただ 

いたテ-プを聞きながらお稽古をしています 

たけばやしみのる 竹林実(観世流) 元防府工場グループ 1935年?_旦41日g:i_ ���f姥ｸﾔ��ｩwxｼ浦H,�?ﾉYH+X,H�-�,H*H,h*H檍,伜���+X+ﾒ�のが三井寺の時でしたo参加して感じたことは謡曲を心か 

ら謡うという心意気でしたoまた懇親会では社是にもあり 

ますように､和衷協同.活発発地.尽分立用各グル∵プの 

方々と和気あいあいと楽しい会話が出来ることですo今後 

は協和うとう会の発展とお世話くださる皆々様の健康を 

心からお祈り申し上げますo 

たじみやすひろ 但見靖啓(観世流) 本社観世グループ 1942年5月21日生 傀��9W9e鑓跖-�.�4ﾈ684ｨ5�/��Y��,�+x.��ｹZｨ,X*�.愉~��えば禁煙020年吸った後､スバツと止めたoなぜ?とよく 

聞かれるo単調な生活にプレッシャーをかけようと思つ 

た○これが20年続いている○ 

謡を始めたのも同じようなものだoそのためか､生活が 

ストレス過多になると｢稽古休め｣の内なる声が聞こえるD 

さらなるストレスは無理とのことであり､迷わず従うD素 

直な生徒であるo 

たなべひろあき 田辺博章(観世流) 本社観世流グループ 1950年6月1日生 俶ﾉ?ｨ�8鳬�8,倆�醜4�8�7X,ﾃ(､ｸ,Xﾄi�)�i�h*�.y-�H/��教えていただきましてから､もう長い謡歴になりましたo 

謡の意味はたいして考えないで､節を追いかけてばかりで 

あったように思いますDそれはそれでよかつたのでしょ 

う0人生の辛酸を体験して謡の文句に胸がつまることが多 

くなりました0人間憂いの花盛りとは､よくぞと言ったも 

のですo謡に思い知らされる昨今ですo 



たむらなおくに 田村直邦(観世流) 大阪支社グループ 1947年4月26日生 I-_ 兌ﾙ�ﾈﾋ9D��Xﾞ8,�5ﾘｼ�+X+ﾘ鳰Ie陜ｹ+x,ﾊ)wxｼ�+X,H-ﾘ,�*(�｢�楽しいよ｣という甘い言葉?に誘われて以来早いものでも 

う14年○しかし､生来の怠け者oいつも練習不足0本社 

時代の小野先生や大阪の磯部先生をさぞかしイライラさ 

せているのではと反省しきり○しかし最近ふと気がつくと 

NHKの｢能楽鑑賞｣を見ている自分に驚いています0月 

並な言葉ですが｢細く長く｣--続きますかどうか○ 

つかたにのり二 塚谷則子(宝生流) 富士工場グループ 1924年6月22日生 鉄�D���/�-8.云H,�,H*�.�-ﾈ+v�ﾈ�(+8/�Hﾘ(ｻH+8/�B�私の3人は高橋さんのお宅で謡をお習いすることになり 

ましたo方向寺でのうとう会は本当に忘れることが出来ま 

せんDあれから20年余のブランクでご無沙汰いたしてお 

りましたが､また最近図々しくお習いすることになりまし 

たo河盛さん､平尾さん本当にお懐かしうございますつく 

れぐれも皆様お身体にお気をつけになって､うとう会の何 

時までも続きますよう頑張ってくださいロ 

つざきのぶこ 津崎展子(観世流) 四日市工場グループ 1969年6月9日生 �*H,h*H橦C��D�*�-�,X,h*H+(+H*(-ﾈ+x�ｸ鍠*ｨ�-�,H���加させていただいたのが8年前o入社して間もないころに 

父が謡をやっていたという理由で山家さんに誘われ今に 

至ります○いつもぶっつけ本番で恥ずかしい限りですが､ 

それでも終わった後は気分すっきりoここが謡曲の魅力の 
-つでしょうかつそんな機会を与えてくれた協和うとう会 

の今後のますますのご発展を心からお祈りいたしますo 

つなのまさみ 網野政美(観世流) 堺工場グループ 1949年8月3日牛 冽xｼ�,h,ﾈ�檍*"ﾓ#�ﾜ��8,ﾈﾚ�IuX.ﾘ.ｨ.�-ﾈ-ﾈ,冽xｼ��部の稽古を見に行ったことがあつたが､全く興味が湧かな 

かつた○そのまま縁がなかつたが､40歳を過ぎた頃に誘 

われた時には､若い頃には感じなかった興味を覚え､50 

歳を過ぎた今日まで続いている0年齢を重ねるほどに謡曲 

の深みを味わうことが出来るようになるのかと感じてい 

るこの頃であるo 

てしままさこ 手島正子(観世流) 在京夫人グル-プ 1939年1月2日生 �*駅x,ﾙf姥ｸ,ﾈ����,YY餾Hﾔｸ+8/�,仆8*h*(+ﾘ+�*ｸ-ﾈ+X+ﾘ,ﾂ�が最初でしたo関根先生が防府までおいでくださり､皆様 

と一緒にご指導いただきましたことを懐かしく想い出し 

ますoその後あちこち転勤いたしましたので､以後お稽古 

をしていませんがテレビ､ラジオ等で鑑賞しています.⊃こ 

の会のお陰で旧交を暖めたり､皆様のお謡を聴かせていた 

だくのが楽しみです○これからもどうぞよろしくお願いい 

たしますo 
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どい 土居 フl= 195 �*h*(*(+���2ﾒ握��)zﾂ��ニーハオ!私は､現在香港で仕事をしておりますo私が うとう会に入ったのは､平成2年の大阪支社食品部時代で 

したo当時課長の西野さんから､タダ酒飲ましてやるから 
大阪グループ 4年8月2日生 凅�,�*(*�,h,ﾉe僖陞�,ﾉuX*(*ｪHｴﾘ�,�*ｸ,�*�*�,h,�.�-ﾈ+R�

た○東京支社-転勤になる約6年間､日本の伝統文化であ 

る謡曲という世界に触れられたことを､今では懐かしくま 

た嬉しく思えますo営業職を理由に練習はサボってばかり 

で､磯部先生には面目ありませんo録音していただいたテ 
-プを聞いて､何度か発表会を無事にこなすことができま 

した○もつとしっかり勉強していたら中国､香港で披露で 

きたのにと思うと残念です○帰国したら再開しますつ 

とみお 富 本手 192 �*�*�+X+ﾘ.ｸ*B�圷ﾅｹ�驟宙ｬ��)zﾂ��7豫��(4�8ｸ�ｸ7b�iD緝ﾈ�#y?ｩ�b�四日市工場建設時に一時中断したが､第一回から参加し ているo任地の関係から多くの先生方に教えを受けたが､ 

現在謡を野村四郎先生､笛は-噌仙幸師についているo所 

属クラブは､松楓会､観扇会､-翁会､観生会､蔵前観世 

会､同台謡曲同好会と続き､最後の締め括りは"うとう会" 

であるロ 

いつもながら趣味を同じくする者同士との歓談を楽し 

ませてもらっているo 

とみた 富田 本手 196 �*�,�-�+2�<H枻握��)zﾂ��7�4�8ｲﾘ7b�YD�(ﾈ�#I?ｩ�b�皆様と同じく諸先輩方に誘われなんとなく入部してし まいました○本社医薬開発本部におります○現在英会話教 

室のため練習はお休みしておりますが､今後も続けたいと 

思っておりますDよろしくお願い申し上げます.⊃ 

なかむ 中本 富士 1935 �.x*ｸ+�.ｸ*B���妺�雲9�izﾂ��この頃昔の学生時代の仲間が6人ほどで謡曲を捻って いるoまた先生から､今のうちでないと出来なくなるから 

と勧められ､仕舞も始めたoつくづく感じるのは､年柄暗 
工場グループ 亢ﾉ|ﾘ,ﾉ�ｨ*h+��gｹMH,ﾉY��H,ﾈ�8,XﾎｨｾX,亳ﾈ-ﾈ.芥ﾎ8.ｸ,ﾉ���

年1旦4日_隻 �*�.x,ﾈ��ｨ,X.(,(,i�俎8+x.�8.h*ﾘ*�.��霹�,Z(*�*�H-ﾒ�

んなそうなんだ｣と変に安心する○それだけに謡曲を覚え 

るのはボケ防止になり､腹式発声とともに健康に良い○ 

我流の下手なグループの謡だが､矢来能楽堂の吟松 

会､軽井沢舞台の長野会､国立能楽堂の全国学生OB謡曲 

会等､登場機会は多いo特に今秋私にとって画期的なのは､ 

滋賀大津での協和うとう会に参加させていただくことだC 

集う人も多士済々､レベルの高い会なので及ばずながら懸 

命に努め､懇親も深めたいと思うo 
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ながやままさこ 永山(高野)正子(宝生流) 元東京研究所グループ 1958年12月18日生 �*H,h*H橦C�D鶇*�-�,X,h*H+(+H*(-ﾈ+x�ｹwx/�.(,�,H.b�かつたなあと思うことは､どこでもよく通る大きい声が出 

せることですoそれから一度出会いがあると､30年50年 
pO)お付き合いは当たり前ですから､仲良く､和を持つこと 

の大切さを教わりましたDその中から心にしみていく言葉 

を宝物のように持てることは､謡本に使われているセリフ 

の言いまわしに魅力があるからでしょうかo 

にしむらあっし 西村淳(観世流) 本社観世グループ 兔ｨ鑄,�"ﾓ9�x鬨-�,x,ﾉ[h�/���*ｸ-ﾈ+X+ﾘ*ｪH+ｸ,ﾉ�ﾈ,��地域の月例会の旭謡会､老人(生涯)大学校のクラブ老大 

観謡会､学士会の同窓会の村.EB_会､経済界のハイレベル技 
いちりゆう _ー≒L 

1928年4月20日生 凛(,ﾉ�ﾈ,ﾈ�-ﾈ.�,YJﾙ�ｸ+X+ﾘ自��檠9�,�.�8�986��ｸ,h+X,B�
加わっていましたが忙し過ぎるので一､二を残してやめま 

したoどこの会でも拍子を知っているのは少数派でしたロ 

みなさんには先ず笛-能管から!をおすすめしますo 

にしむらみちこ 西村道子(観世流) 在京夫人グループ 19年月日生 偃Y�ﾈ,�,(*(,HｦY&�/�5ﾘｼ�'h+X-ﾈ+X+ﾘ*ｪIwx,ﾉ�x/�,映姥ｲ�では社宅の奥様方とともにクラブでお稽古したことが懐 

かしく思い出されます○ 

父は関西の方で観世を､義父は出雲の方で喜多流を謡つ 

ておりましたので､今でも謡会では両方の父が思い起こさ 

れますo 

うとう会では各地に参ることが出来てありがたく思って 

おりますo次第に老境に入りますが､出来る限り続けて参 

りますのでよろしく! 

にしもとのりゆき 西本徳之(観世流) 宇部工場グループ 1963年2月16日生 俐Xｽ�xｼ�/�ｧ�+X-��ﾈ.�晴,�*ﾘ,�.芥+ｸ,ﾉ�hﾝﾘ+8*h.�&ﾘ.r�ない人が多くなったo 

そんな時の無形遺産-の指定は､世界からの日本人に対 

するある種の警告ではなかろうかつ 

のむらただあき 野村忠亮(観世流) 本社観世グループ 1944年3月16日生 冏ｸ��ｬ��(,�.�ｷh��,��i�ﾃ)kﾈ*ｩ?ﾉYH+Z)-�J8,ﾈﾆﾘﾌ8/��後ろで聞いている○節回しとか緩急とか今まで念頭におか 

ずに謡っていた点を先生が注意され"はつと"することが 

あるo自分も最初に教えられているはずなのに､その時に 

は気づかずに過ごしてしまったに違いない○｢稽古とは- 

より習い十を知り､十よりかえるもとのその-｣という利 

休道歌があるo図らずも新人の稽古がこの歌を思い起こさ 

せてくれたo高齢化する謡曲人口oやはり新人を迎えて活 

性化されるのはうれしいことであるo 
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はなだゆきこ 花田有紀子(観世流) 宇部工場グループ 1934年12_A_し日生 兌ﾙ�ﾃ�9D鶇ｺi��*H,h*H橦C��D雍ﾉD��X檍､ｨﾜ8+8.ｨ-ﾈ+R�たこと､心よりお喜び申し上げます030周年記念大会を 

防府で開催されたことがつい最近のように思い出されま 

すo私にとってこの10年間を振り返つても､何一つとし 

て得たものがありません○何事も稽古不足につきると思い 

ながらも､謡曲の奥深い味わいを求めて稽古に頑張ってお 

ります○声が出る限り謡曲を友としてゆくつもりですC皆 

様のご活躍とご健康を念じていますo 

はまだしん､ちろう 浜田紳-郎(観世流) 元防府工場グループ 1947年11月1日生 冽xｼ�/�跖-�,Ix吋�,S��D鶇+�,ﾉ�(､X,X,ﾘ-�.h,���,X+v��現役を離れた先輩方には実感がないと思いますが､今の会 

社の仕事はアメリカ流完全自己責任を要求されます○毎日 

何かを変革していかないと許されないという圧力の中で､ 

昼休みの謡の自主練習が､JLのバランスを保つのに大いに 

役立っていますoこれからも謡20年を目指して､練習を 

続けていこうと思っていますo(長宗一雄門下く関根祥六一 

門〉) 

ひらおまなぶ 平尾撃(宝生流) 富士工場グループ 1929阜ユ_旦4-B生 冽xｼ�/�跖-�+ﾘ,ﾈ,ﾙ'�*ﾓC�ﾜ餮域ﾘﾔ��｢ﾙ5ﾘｼ�+X+ﾘ鳧,Xﾘ"�橋孝夫師に習いましたo御殿場.三島.沼津と対外活動も 

多く謡雅子共熱心に練習しましたo平成5年故水原一瓢師 

のお世話で教授嘱託を習いました○そのお陰でリタイアし 

た今も趣味として楽しむことができ感謝していますo現在 

謡は広島克栄先生､笛は左鴻雅義先生にご指導願っていま 

すo能.輝子の鑑賞と謡C磯子の発表会にも参加していま 

す○ 

ふじいたけお 藤井武夫(観世流) 堺工場グループ 1940年2月13日生 冏ｸ��,X児YI�i�h,仆8*h/��8*�,C3�D�*ｨ曁*ﾈ-ﾈ+X+ﾖ�7"�中空自の時期もありましたが､なかなか上達しませんo 

定年を期に堺工場｢うりの荘｣で再度磯部先生のご指導を 

受けていますo｢継続は力なり｣を信じ続けてゆきたいと 

思っています○ 

ふじさわさとこ 藤沢佐都子(観世流) 大阪支社グループ 5一旦｣ヱ_且生_ �*H,h*H橦C��D�*�-�,X,h*H+(+H*(-ﾈ+s��c���*�.sC��年間ご指導してくださいました先生の方々に心からお礼 

を申し上げます○各地で開かれますうとう会はとても楽し 

い思い出です○会のあと仙台､福島に行き観光バスで楽し 

J>一一----- �-ﾘ-ﾈ+X+ﾖ��,ﾈ鳧,ﾘﾛ)6�,俎8*ｸ-ﾈ+X+ﾖ�H,ﾘ嚢-�+H*ｩ,�*ﾒ�

なり正座ができなくてお休みして申し訳ございませんoう 

とう会のご盛会は社内報で読んでおりますD 
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ふじたぜ人じろう 藤田善次郎(観世流) 元門司工場グループ 1926年10月14日生 ふじたりようすけ 藤田良輔(観世流) 本社グループ 1933年5月8日生 倩H,ﾙ�h.ｩz(,�,ﾚI^�,�,�.�,h抦ｧxﾕｨﾘ(ｧyD��h/��-�,Hﾌ2�老達がお謡い三番を教え込む風習があったo明けて正月七 

日夜には前の年に花嫁さんの来たうちに行き､お祝にその 

お謡を披露して餅やらお金を戴いて帰り､ぜんざいを食べ 

たりお金を分配して楽んだ思い出があるoこれが謡曲との 

つながり○それ以降は就職した相知工場､門司工場の同好 

会で梅若流､観世流を学び末席を汚して今日に至っており 

ますo 

謡仲間での酒席では宴たけなわとなれば､みんなで｢よ 

も壷きじ-.-｣を謡い大いに盛り上がるものです口ところ 

がクラス会で｢君は謡曲をやっているそうだが､聞かせて 

くれないか｣と言われ､小謡の一つもやってみると座は白 

けるばかりですo 

そこで､母校の寮歌に自分なりに節をつけみんなに謡わ 

せると､これが案外受け謡曲に興味をもってくれます○ 

みいけきみえ 三池公恵(観世流) 富士工場グループ 1948年9月27日生 冽xｼ�/�跖-�,JH蓼��ID�*ｨﾆ�+ⅸ*H,h*H檍,X､ivﾈ,�*���い出来ることを楽しみに､月二回の練習に､まじめに参加 

しています○謡をしていたおかげで､三島大社で行われた 

木犀の会では､東儀さんにお会い出来たり､うとう会の宿 

泊先では､写経や勤行を経験出来たりと､いい思い出が増 

えましたoこれからも､細く長く陶芸と両立しながら､謡 

と鼓を楽しんで行けたら幸せと思っていますC 

みずたきしよういち 水滝彰-(観世流) 堺工場グループ 1951年9月22日生 僞ﾈ,ﾚH.h*ﾚ)t依ｪ8,h*(*Hﾋ駢H,YUﾈ+8.ｨ.�*ｪHﾔﾈ���,R�は｢優雅で柔和典麗な美しさo美女.美少年などに自然に 

備わっている幽玄も､卑賎な人物や鬼などを演じてさえ備 

わる高い幽玄もある｣とあるo美少年は遥か昔､むしろ後 

者に属する身にとつては､優雅.典麗な鬼を究極の目標と 

したいと考えているoそのためには､文字通り､鬼のよう 

な猛稽古が必要ではあるのだが-- 

長らく謡曲から遠ざかっていますが､この原稿を善くの 
みどりしずお 緑静男(観世流) 元四日市工場グループ 1944年7月15日生 に平成4年発行の｢協和うとう会30周年記念誌｣を見せ 

てもらっています口それによると自分の名が番組から消え 

ているのは昭和61年以降となっています○もう17年ほど 

前のことになります○当時は事故や病気で大変な頃だった 

のですが今となれば優しく思い出されますoそれで謡曲を 

再開させていただこうかなと思っていますo 
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むらかみしずお 村上静男(宝生流) 堺工場グループ 1946年8月6日至 - 倚�D�,ﾈ�*�.xﾞHﾔ��ｩwxｼ浦H,ﾈ､ivﾈ,�*��)�(,�,�,�,H*"�ますo宇部から堺に来て一年になりますが週一度うりの荘 

での練習にご一緒させていだいておりますo最近習い始め 

た笛(-噌流)でいつの日かうとう会で恥を忍びたいと思 

つています○堺謡曲部の磯部先生から熱心で親切なご指導 

をいただき大変感謝し､また有難く思っていますo先生の 

恩返しのためにも休日は大和川の岸壁でピーピー雑音を 

発していますo 

もりやまきよたか 森山清孝(観世流) 元本社観世グループ 1925年4月｣旦_且生_-____ 倩H,ﾉ��+x.��,ﾈ��D雍ﾉD�,Z)�I]佝:8,ﾈ5h6X/�k�-�,B�以来体調をこわし､約5年前から謡にはすっかりご無沙汰 

していますo 

昨年､舞子ビラでの同窓会の折､須磨寺を訪ね､源平の 

往時を偲び､感慨にふけりましたo 

ご無沙汰しているものの謡にはまだ未練たっぷりo時折 

謡本を開き極度に自己流にならない程度に声を出してい 

ますo 

やおかずひろ 八尾和虞(観世流) 本社観世グループ 1947年8旦4日生 -~~~ 傴ｩ��S9D�*�.ywx/�跖-ⅸ*H,h*H橙ﾘ,ﾓ#���*�.x����+R�ていますoうとう会での楽しみは､遠方から集まった人た 

ちとの交流(飲み会)ですoまた､本社謡曲部の月2回の稽 

古後の反省会と称する飲み会を楽しみに参加(時々休みま 

すが)していますo最近､ヒザ関節が痛み正座ができずに 

苦労していますが､｢継続は力なり｣とのことで､飲める 

限り謡曲と付き合っていこうと思っています○ 

やおこうぞう 矢尾幸三(宝生流) 富士工場グループ 1965年2旦1旦_旦生 冽ygｸ,ﾉ[h鬨/�,x,�*�*�.�,ﾈ,Y��ｩGH,X+X+ﾘ*ｪHﾜXｽ�.(,"�とその内容に触れることができるようになりましたoイン 

タ-ネットにも能楽に関するページがいくつかあり､演目 

の発祥の地や解説が簡単に調査できます0600年前の日本 

文化が､ネットワークにのつて世界に配信される時代で 

す0日本の古典を読むのも楽しみになります□いつかゆつ 

くりと謡曲の舞台となった名所を旅してみたいですo 

やぎこういちろう 矢木宏-郎(観世流) 元堺工場グループ 1956年1月_旦左目_隻-_ -~~二~~~ 俐X�,ﾉGｩ���hﾞHﾔ��ｨ,ZI9h鳧,ﾉ[ﾙOhﾔ��ｩ+x,亂�-�.x.ｨ+ﾒ�のが謡を始めたきっかけでしたo謡曲部の先生宅に毎週お 

伺いし､ご指導を受ける前に､ちょこっと出していただく 

小さめの｢おにぎりとお漬物｣の味が今も忘れられませんo 

その後転勤していくうちに､いつしか遠ざかり､謡本だけ 

が寂しげに本棚の一角を飾っていますoでも､あの腹の底 

から朗々と声を出す爽快感は格別ですoいつの日かまた... 0 
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宗旨ま好む(観世流) 本社観世グループ 1938年1月29日生 冽xｼ�,亊h+X,H,ﾙwx*H+�*�,ﾈﾆﾘﾌ8+X*�+X,H*(,�*(*ｪI�ﾈ,R�
覚えるまで謡い込んでおきたいと思いつつもこれができ 

ない○会社を卒業したらできそうにも考えていたが同じ状 

態が続くoうとう会を創設以来引っ張ってこられた先輩方 

のように､自分で仕舞.輝子にも挑戦することはとてもで 

きないが､会として継承者が続いてくれると考えているo 

長年務めたうとう会事務局の経験をもとに､会としての質 

的レベルを継承する舞台づくりに､何か新しい役割を果た 

していきたいと思うo 

やすちかつよし 安近穀(宝生流) 元本社宝生グループ 1-4王1?,月22日牛 倩H,ﾘ諸��C�D��9gｸ��ｼ駝�,ﾈﾚ�I�XﾋH自Uｨ+8/�,ﾈ*���,��参上し謡の初歩の手習いをさせていただいたことがあり 

ますが､それも今は昔のこととなりましたoそれ以来ご無 

沙汰しておりますが､数年前に琵琶湖畔で協和うとう会が 

催された時､その近くに在住しております関係から拝聴さ 

せていただきましたoその際大変懐かしい皆様にお会いし 

て楽しいひとときを過ごさせていただきました○思い出の 

ひとこまですo 

やぶしたひさお 薮下尚夫(観世流) 本社観世グループ 年2月15日生 ��Xﾞ8,ﾈｭhﾅx檍��,偬�ﾈ+X+ﾘ鳧,唏辷��,舒x/��+xﾏｸ��,��するため､お稽古に出させていただいたのが謡を始めたき 

つかけです○その年の多賀大社でのうとう会に参加しまし 

た○本社に転勤後も縁あって続けることができ､20年に 

なります0-たなりに大声を出すように努めてきました 

が､これからは美しい詞章を生かせるような優雅な謡を目 

指したいと思っていますo 

やまがたきお 山家多善男(観世流) 四日市工場グループ 1939年3月10日生 ���*(.�,ﾈ,ZIwxｼ�/��*(跖-�,C3�D�*ｨﾆ�+�-ﾈ+X+ﾖ�+��の間に､観世流藤波師や喜清流福井師の指導を受け､日常 

生活の中に､謡と小鼓が欠かせないものとなっておりま 

す○しかし､能楽という日本固有の文化遺産について､ど 

れほど理解しているいえば､お恥ずかしい限りですoこれ 

からは謡曲本をじっくり読んで､その文化的､社会的背景 

について勉強していきたいと思っていますD 

やまぐちせいじ 山口整次(観世流) 元堺工場グループ 1935年3月17日生 I ����Xﾎ:Iwxｼ�*�.x�8+H*�,�,H+X-ﾈ,�+ﾘ*ｪH輊*(�,俶8.��のは､平成2年の奈良薬師寺でのうとう会であるoお堂に 

て日ごろの成果を奉納､翌朝のお勤め､そして伽藍再興の 

ための写経をさせていただき､心洗われる二日間であっ 

たoこれも､故加藤排三郎翁と故高田好胤管主とのご親交 

によるものであり､また､細部の折衝やお世話していただ 

いた本社.大阪支社ほかのみなさまのお陰と､ありがたく 

思っています○ 
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やまだよしゆき 山田義之(観世流) 堺工場グループ 1944年12月19日生 �(*H,h*H檄8,ﾈ�����(*ｨﾋ�.稲(+X*ﾘ,�,�,H*ｸ,H*(.��ｸ+ｲ�の理由に現役が少なくなり､oBの方は地域活動に変りつ 

つあるような気がするo堺工場の謡曲部も､磯部先生のご 

指導を賜わり約10年になるo新人の入部がなく､また､ 

かつての部員の復帰もままならない状態が続いている口癖 子謡を教えてもらうようになってから､楽しさを増したと 

感じているo現役を去った時には一人でも楽しめるよう 

に､しっかりと習っておきたいと考えている○ 

やまのじゆんぞう 山野順三(観世流) 四日市工場グループ 1962年9月25日生 �*H,h*H檍,�,ﾚH+�,ﾃ��D隴H,Y&ﾙzx,X,ﾉ�c3���/��*ｺB�
毎回参加させていただいておりますo始めてから十数年に 

なりますが､いつも付け焼き刃な練習ばかりの未熟者で 

すo今後ともよろしくお願いしますo 

わたなべかおる 渡辺薫(観世流) 元本社観世グループ 倩H,ﾘﾚ�i�,���ﾟｹ/i7�,ﾉ�ｸ�,Ywy(xｭH,hﾋ�*h-ﾈ+�/�*ｪB�
聞くのは大好きですD 

テレビでは能狂言は､やりますが｢謡｣だけはないので 

1925年12塁1萱目_隻 ■~~~ �4�8ﾈ7�,X.�7H5x4�,X.�|x*(,X+x*�.x,x+�*儁I�x/�ｻ8*h,B�
くださいo仙台は転勤して民謡をかなり勉強しましたが 
｢謡｣ほどしっくりいきませんo謡の良き独学法を教えて 

くださいo協和うとう会の益々のご発展を祈っておりま 

す9日下闘病中にて他地-の参加は無理と思いますD 

わたなべひさこ 渡辺尚子(観世流) 本社観世グループ 1944年旦且萱_月旦 ��ﾈ.�ﾚ�.�*�-ﾈ.吋ﾙ�8,��i6ｸ,X,ﾘ,�*(*ｪI{x,Ywxｼ�,ﾈ讖�R�
に出合ったりするとまた一味違った感慨を覚えるo謡曲は 

確かに世界を広げてくれた0-人でも大勢でも楽しめる趣 

味であるo l 
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会員名簿へ続き･

氏　名
秋山　　安浅井　　勝浅野　明子有馬　敏雄有本　　勝飯島　仁司幾田登美子池田　　進池田　　勝池田真知子石塚板村伊藤今井植松海野江頭大内大枝大草大倉

謙二政雄りか孝1

武
尚幸

博
弘造正三

進博

グループ
元本社観世元富士工場在京夫人元宇部工場元防府工場元四日市工場元宇部工場元防府工場元本社観世元土浦工場元大阪支社元防府工場元防府工場元防府工場元門司工場元本社観世元門司工場元東京研究所元土浦工場元本社宝生元大阪支社

大坪岡藤落合面谷面谷加来鍛治白日〓

山手リーノ
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▼-協和うとう会四十年の記録として､｢会場用の備品｣についても触れておきたい｡

この会は組立式　｢鏡板｣　を二

つ持っているo　その1　つは第l回(昭和五十一年･三重湯の山希望荘)から登場した｡すべて四日市工場有志の手作りである｡以来'近畿･中部での会にはほとんど四日市から自家用車で運んでいる0年1回の使用とはいえ､組立部に傷みを生じているD　もう一つの　｢鏡｣　は二十周年記念大会をを協和発酵発祥の地･清風クラブで開いた時､布地に油絵で観世能楽堂の鏡の松を手本に描いた｡本社の絵画部の画伯たちにお願いした｡生地は旗屋さんが紫白の紐で吊るすように作ってくれた｡これは手提げ袋で持ち運びができ､第2 3回の熱海でも使われた｡▼-二つ目の備品が｢めくり台｣｡

最初は四日市製で　｢鏡板｣　と同時に誕生した｡これは支柱の左右に上演番組と次の番組を下げるアイディア品であった｡ここに掲示するめくりは､四日市工場の山口豊さんが毛筆の達筆を振るった.これが番組と同じに曲名･役･氏名を書くものだった｡変更があった時は'自分の出番の合間に書き直しで大変であった｡それを見た安嶋は後年曲名だけをマグネットで下げる組立式の台を工夫した｡ドライバー一本で組立てる現在のものは三代目で'西村淳さんが国立能楽堂の稽古舞台のめくり台の図面を入手されので同寸法にした｡めくりも繰返し使うため､今では毎回二～三枚補充すればすむ｡当初は協和酒類の広告の裏に書いたので､歴史資料にもなっている｡▼-さて'うとう会三冊目の記念誌｢うとう｣が出来た｡二十･三十･四十周年すべての編集に携わったことに感慨を覚える｡

表紙のデザインは最初のものを貫いた｡協和うとう会の歴史を綴る本誌として､また謡曲を趣味とするもののこだわりである｡▼-ことに今回は　｢みんなで作った｣　との実感が強い｡企画制作に対する会員の幅広い参画･ご協力､本社謡曲部北河康之幹事のパソコン入力などの精力的な事務処理､大森大陸･薮下尚夫さんとのメール交信による原稿校正--などなど｡▼-第4 0回記念大会の準備が進んでいた昨年十月､中村寛之助さんから私に現金書留が届いた｡｢うとう会への参加は今の身体の具合では難しい｡私の気持ちとして記念大会に少しばかり寄付をさせていただきたい｣　とのこと｡また'記念大会直前に木下祝郎さんからご祝儀がうとう会事務局へ届けられた｡謡曲をおやりにならない木下さんは､水原さんの六瓢能舞台の舞台披きにお越しになっていた｡私には何か因縁を感じてならないo

▼=ちょうど十年単位の仕事なので'編集作業を通じて会社業務のコンピュータ化の変遷がよくわかるo　二十周年はすべて手書き原稿で後は外注､三十周年はパソコンの分担作業を一つにまとめる編集'そして今回はすべてではないが､原稿や写真を電子メールで交信しながらの作業｡それにしても､前の二つは会社勤めの余暇利用の作業､若かったとはいえ我ながらよくぞ-と田山,フ0▼-第4 1回まで約1ヵ月半o　そ7れまでにはご一読いただけることを念頭に作業を進めた｡ミスプリ指摘を含めて､ご感想をいただければ- ｡　(安嶋　将)
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